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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　筐体に収納されるトレイと、
　前記トレイに設けられ、前記トレイを前記筐体に収納する際に前記筐体の内部に設けら
れたロックシャフトに係合して前記トレイを前記筐体に収納された状態に保持するロック
アームと、
　前記トレイに設けられ、前記トレイを前記筐体から引き出す際に前記ロックシャフトと
前記ロックアームとの嵌合を解除するソレノイドと、
　前記トレイに設けられ、前記トレイを前記筐体内に収納する際に前記ロックシャフトに
押されて回動するリセットアームと、
　前記トレイに設けられ、前記トレイを前記筐体内に収納する際に前記リセットアームの
動作に連動して回動する第１のリリースアームと、
　前記第１のリリースアームの回動軸と上下方向に重なって連結する回動軸を有し、前記
第１のリリースアームの回動に連動して前記ソレノイドの可動片を押圧する第２のリリー
スアームと、
　コイル部分が前記第１のリリースアームと前記第２のリリースアームとの連結部に配置
され、一方のアーム部は前記第１のリリースアームに取付けられ、他方のアーム部は前記
第２のリリースアームに取付けられたリリースアームスプリングと、を具備し、
　前記トレイを前記筐体内に収納する際、一方のアーム部と他方のアーム部とがコイル部
分を中心に開こうとする力により第１のリリースアームと第２のリリースアームとを連動
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させ、
　前記第２のリリースアームが前記可動片を前記ソレノイド内の所定の位置まで押圧する
と、前記第２のリリースアームの移動が停止し、前記一方のアーム部のみが移動自在とな
り、前記第１のリリースアームと前記第２のリリースアームとの連動が解除され、前記第
１のリリースアームのみ独立して回動し、
　前記第１のリリースアームの前記可動片側に位置する端部と前記第２のリリースアーム
の前記可動片側に位置する端部とは、前記可動片を挟み込むように上下に重なり合い、
　前記第１のリリースアームの前記可動片と反対側に位置する端部と前記第２のリリース
アームの前記可動片と反対側に位置する端部とは、双方が連動して移動するとき、同一平
面上に重なり合って移動することを特徴とする光ディスク装置。
【請求項２】
　前記第１のリリースアームの主平面部と、前記第２のリリースアームの主平面部とは、
前記可動片の主平面部に対して略平行方向で対向することを特徴とする請求項１に記載の
光ディスク装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光ピックアップにより光ディスクに対して情報の記録又は再生の少なくとも
一方を行なう光ディスク装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　光ディスク装置は、ＣＤ－ＲＯＭ／Ｒ／ＲＷ、ＤＶＤ－ＲＯＭ／ＲＡＭ／Ｒ／ＲＷなど
がすでに実用化されており、各方面への応用と高性能化への開発が活発に行われている。
特に最近では、パーソナルコンピュータの急速な市場拡大に伴い、光ディスク装置のパー
ソナルコンピュータへの内蔵普及率も高くなっている。電子機器に搭載される光ディスク
の装着方法としては筐体よりトレイが引き出され、このトレイに光ディスクを取り付け、
再び筐体に戻して装着する方式（以下トレイ方式と称する）が一般的である。以下、従来
のトレイ方式光ディスク装置の構成について、図７を参照して説明する。
【０００３】
　図７は従来の光ディスク装置の外観斜視図である。図７において、１は光ディスク装置
、２は筐体、２ａは上部筐体部、２ｂは下部筐体部、３はトレイ、４は光ピックアップモ
ジュール、５はレール、６はレール保持部、７はスピンドルモータ、７ａは光ディスク装
着部、８は金属製カバー、８ａは開口、９はキャリッジ、１０はベゼル、１１はイジェク
トボタン、２０は光ピックアップである。
【０００４】
　図７は従来の光ディスク装置の外観斜視図であり、光ディスク装置１は、筐体２と、筐
体２に出没自在に保持されたトレイ３を有している。筐体２は、金属製の上部筐体部２ａ
、下部筐体部２ｂを組み合わせて袋状であり、筐体２の開口からトレイ３が出没する構成
となっている。トレイ３には、裏面から光ピックアップモジュール４が取り付けられてい
る。トレイ３の両側部には移動自在にレール５が設けられ、このレール５は、トレイ３に
一体に設けられたレール保持部６に保持されている。なお、図７では、一方の側部にのみ
レール５が設けられているが、他方の側面部に同様のレールが設けられていてもよい。上
部筐体部２ａと下部筐体部２ｂとは図示していない係止手段と螺旋などを用いて、互いに
強固に固定されている。
【０００５】
　光ピックアップモジュール４は、光ディスクを回転駆動させるスピンドルモータ７と、
スピンドルモータ７から外周にかけて開口８ａを設けた金属製カバー８と、開口８ａから
一部が露出したキャリッジ９を少なくとも有している。キャリッジ９は、光ピックアップ
モジュール４に設けられた複数の案内シャフトに移動自在に保持されており、しかも図示
していないフィードモータによって、スピンドルモータ７に近づいたり、離れたりするよ
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うに移動できる。
【０００６】
　１０はトレイ３の前面に設けられたベゼルで、ベゼル１０は筐体２の開口を塞ぐ程度の
大きさで構成されている。キャリッジ９には、高出力のレーザーダイオード等の光源，各
種光学部材及び光ディスク上に光スポットを構成する対物レンズなどが搭載されている。
筐体２の奥部には固定して設けられた回路基板があり、回路基板には信号処理系のＩＣや
電源回路などが搭載されている。トレイ３に設けられた図示していない回路基板同士を電
気的に接続するフレキシブルなプリント基板は、略Ｕ字型に形成され、外部コネクタはコ
ンピュータ等の電子機器に設けられた電源／信号ラインと接続される。そして、この外部
コネクタを介して光ディスク装置１内に電力を供給したり、あるいは外部からの信号を光
ディスク装置内に導いたり、あるいは光ディスク装置１で生成された電気信号を電子機器
などに送出する。トレイ３の前端面に設けられたベゼル１０にはイジェクトボタン１１が
設けられており、このイジェクトボタン１１を押すことで、筐体２に設けられた係合部と
トレイ３に設けられた係合部との係合を解除し、トレイ３は筐体２から光ディスクが着脱
できるよう引き出すことができる。
【０００７】
　図８は、従来の光ディスク装置におけるイジェクトロック機構部を示す平面図であり、
図７に示す光ディスク装置１のイジェクトボタン１１の裏面方向に配置されている。１２
はソレノイド、１３は可動片、１４はリセットアーム、１５はリリースアーム、１６はロ
ックアーム、１７はイジェクトスプリング、１８はロックシャフト、１９はイジェクトア
ームである。図８はロックアーム１６がロックシャフト１８に係止した状態を示しており
、このとき、トレイ３は閉じた状態となっている。また、イジェクトボタン１１を押すこ
とにより可動片１３とソレノイド１２の吸着が解除されると、リリースアーム１５が回動
し、リリースアーム１５はロックアーム１６との接触部を介してロックアーム１６を回動
させ、これによりロックアーム１６がロックシャフト１８から離れるとロックが解除され
て、トレイ３が開いた状態となる。
【０００８】
　このソレノイド１２は、その動作部である可動片１３がソレノイド１２から離脱する動
作の後（非リセット状態）、初期位置（リセット状態）に自己復帰が出来ないため、この
可動片１３を初期位置（リセット状態）に戻す動作が必要となる。そのため、一般的には
、図８に示したリセットアーム１４やリリースアーム１５の回動を利用して、使用者がト
レイ３を筐体２に収納する動作によって、可動片１３が初期位置（リセット状態）に戻る
ように復帰動作させる。
【０００９】
　以下、イジェクトロック機構の復帰動作について、図９を用いて説明する。
【００１０】
　図９は、従来の光ディスク装置におけるトレイが筐体に収納される時のイジェクトロッ
ク機構部の復帰動作を示す図であり、図９（ａ）はソレノイド１２の可動片１３がリセッ
ト状態に復帰を開始する状態を示した図であり、図９（ｂ）はソレノイド１２の可動片１
３がリセット状態に復帰する途中の状態を示した図、図９（ｃ）はソレノイド１２の可動
片１３がリセット状態になった状態を示した図である。図９において、１２はソレノイド
、１３は可動片、１４はリセットアーム、１５はリリースアーム、１６はロックアーム、
１７はイジェクトスプリング、１８はロックシャフト、１９はイジェクトアームである。
【００１１】
　図９（ａ）に示すように、使用者によりベゼル１０を介してトレイ３が筐体２に収納さ
れるとき、ロックシャフト１８がリセットアーム１４に接触し、リセットアーム１４は回
動する。次に、図９（ｂ）に示すように、リセットアーム１４の回転運動はリリースアー
ム１５へ伝達され、リリースアーム１５は可動片１３をソレノイド１２の方へ近づけ接触
させ、可動片１３はソレノイド１２と吸着する。ここで、可動片１３とソレノイド１２が
吸着した状態が図９（ｃ）である。
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【００１２】
　図９（ａ）～図９（ｃ）において、トレイ３を筐体２に収納する動作を行う場合、トレ
イ３と筐体２とにクリアランスが１ｍｍ程度あるために、リセットアーム１４の回転中心
とロックシャフト１８の中心間距離、すなわちＡ寸法がトレイ３の収納条件によって所定
の寸法から大きくなったり小さくなったりする。
【００１３】
　Ａ寸法が最も大きくなった条件、すなわちリセットアーム１４がロックシャフト１８か
ら最も離れる条件でトレイを収納する場合は、リセットアーム１４の回転角度が少なくな
り、可動片１３の可動距離が最も小さくなる。また、Ａ寸法が最も小さくなった条件、す
なわちリセットアーム１４がロックシャフト１８から最も近づく条件でトレイを収納する
場合は、リセットアーム１４の回転角度が大きくなり、可動片１３の可動距離が最も大き
くなる。
【００１４】
　そのため、一般的には、最悪状態でもロックアーム１６とロックシャフト１８が係合す
るように可動片１３の可動距離が最も小さい場合を基準に可動片１３とソレノイド１２の
位置関係の設計を行なう。
【００１５】
　先行例としては、（特許文献１）等がある。
【特許文献１】特開平９－１０６６４０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１６】
　しかしながら、上記従来の構成では、図９におけるＡ寸法が最も小さくなった場合、つ
まり可動片１３の可動距離が最も大きくなった場合、可動片１３とソレノイド１２の吸着
後における可動片１３のオーバーストロークも大きくなる。
【００１７】
　そのため、このオーバーストロークで発生する可動片１３によるソレノイド１２に対す
る過大な圧着負荷やリリースアーム１５、リセットアーム１４にかかる荷重負荷により、
イジェクトロック機構の寿命を短くしている。
【００１８】
　本発明は、このような従来の課題を解決するものであり、トレイと筐体を係合するイジ
ェクトロック機構のソレノイドやリリースアームやリセットアームにかかる負荷を低減す
ることができ、イジェクトロック機構の寿命に対する信頼性を高めた光ディスク装置を提
供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１９】
　本発明は、上記課題を解決するためになされたものであって、筐体に収納されるトレイ
と、トレイに設けられ、トレイを筐体に収納する際に筐体の内部に設けられたロックシャ
フトに係合してトレイを筐体に収納された状態に保持するロックアームと、トレイに設け
られ、トレイを筐体から引き出す際にロックシャフトとロックアームとの嵌合を解除する
ソレノイドと、トレイに設けられ、トレイを筐体内に収納する際にロックシャフトに押さ
れて回動するリセットアームと、トレイに設けられ、トレイを筐体内に収納する際にリセ
ットアームの動作に連動して回動する第１のリリースアームと、第１のリリースアームの
回動軸と上下方向に重なって連結する回動軸を有し、第１のリリースアームの回動に連動
してソレノイドの可動片を押圧する第２のリリースアームと、コイル部分が第１のリリー
スアームと第２のリリースアームとの連結部に配置され、一方のアーム部は第１のリリー
スアームに取付けられ、他方のアーム部は第２のリリースアームに取付けられたリリース
アームスプリングと、を具備し、トレイを筐体内に収納する際、一方のアーム部と他方の
アーム部とがコイル部分を中心に開こうとする力により第１のリリースアームと第２のリ
リースアームとを連動させ、第２のリリースアームが可動片をソレノイド内の所定の位置
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まで押圧すると、第２のリリースアームの移動が停止し、一方のアーム部のみが移動自在
となり、第１のリリースアームと第２のリリースアームとの連動が解除され、第１のリリ
ースアームのみ独立して回動し、第１のリリースアームの可動片側に位置する端部と第２
のリリースアームの可動片側に位置する端部とは、可動片を挟み込むように上下に重なり
合い、第１のリリースアームの可動片と反対側に位置する端部と第２のリリースアームの
可動片と反対側に位置する端部とは、双方が連動して移動するとき、同一平面上に重なり
合って移動することを特徴とする光ディスク装置である。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明は上記構成により、トレイを筐体内に収納する際、一方のアーム部と他方のアー
ム部とがコイル部分を中心に開こうとする力により第１のリリースアームと第２のリリー
スアームとを連動させ、第２のリリースアームが可動片をソレノイド内の所定の位置まで
押圧すると、第２のリリースアームの移動が停止し、一方のアーム部のみが移動自在とな
り、第１のリリースアームと第２のリリースアームとの連動が解除され、第１のリリース
アームのみ独立して回動することにより、可動片の位置に応じて、第１のリリースアーム
と第２のリリースアームとを同時に回動させる場合と、第１のリリースアームのみ回動さ
せる場合と、に使い分けるので、可動片が所定の位置に達したにもかかわらず、更なる移
動を強制するオーバーストロークが発生した場合、ソレノイドやリリースアームやリセッ
トアームにかかる負荷を第１のリリースアームのみ回動させることで吸収することができ
る。
【００２１】
　その結果、ソレノイドやリリースアームやリセットアームにかかる負荷を第１のリリー
スアームのみ回動させることで吸収するので、イジェクトロック機構の寿命に対する信頼
性を高めた光ディスク装置を実現することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
　請求項１記載の発明は、筐体に収納されるトレイと、トレイに設けられ、トレイを筐体
に収納する際に筐体の内部に設けられたロックシャフトに係合してトレイを筐体に収納さ
れた状態に保持するロックアームと、トレイに設けられ、トレイを筐体から引き出す際に
ロックシャフトとロックアームとの嵌合を解除するソレノイドと、トレイに設けられ、ト
レイを筐体内に収納する際にロックシャフトに押されて回動するリセットアームと、トレ
イに設けられ、トレイを筐体内に収納する際にリセットアームの動作に連動して回動する
第１のリリースアームと、第１のリリースアームの回動軸と上下方向に重なって連結する
回動軸を有し、第１のリリースアームの回動に連動してソレノイドの可動片を押圧する第
２のリリースアームと、コイル部分が第１のリリースアームと第２のリリースアームとの
連結部に配置され、一方のアーム部は第１のリリースアームに取付けられ、他方のアーム
部は第２のリリースアームに取付けられたリリースアームスプリングと、を具備し、トレ
イを筐体内に収納する際、一方のアーム部と他方のアーム部とがコイル部分を中心に開こ
うとする力により第１のリリースアームと第２のリリースアームとを連動させ、第２のリ
リースアームが可動片をソレノイド内の所定の位置まで押圧すると、第２のリリースアー
ムの移動が停止し、一方のアーム部のみが移動自在となり、第１のリリースアームと第２
のリリースアームとの連動が解除され、第１のリリースアームのみ独立して回動し、第１
のリリースアームの可動片側に位置する端部と第２のリリースアームの可動片側に位置す
る端部とは、可動片を挟み込むように上下に重なり合い、第１のリリースアームの可動片
と反対側に位置する端部と第２のリリースアームの可動片と反対側に位置する端部とは、
双方が連動して移動するとき、同一平面上に重なり合って移動することを特徴とするもの
である。トレイを筐体内に収納する際、一方のアーム部と他方のアーム部とがコイル部分
を中心に開こうとする力により第１のリリースアームと第２のリリースアームとを連動さ
せ、第２のリリースアームが可動片をソレノイド内の所定の位置まで押圧すると、第２の
リリースアームの移動が停止し、一方のアーム部のみが移動自在となり、第１のリリース
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アームと第２のリリースアームとの連動が解除され、第１のリリースアームのみ独立して
回動することにより、可動片の位置に応じて、第１のリリースアームと第２のリリースア
ームとを同時に回動させる場合と、第１のリリースアームのみ回動させる場合と、に使い
分けるので、可動片が所定の位置に達したにもかかわらず、更なる移動を強制するオーバ
ーストロークが発生した場合、ソレノイドやリリースアームやリセットアームにかかる負
荷を第１のリリースアームのみ回動させることで吸収することができる。
【００２３】
　その結果、ソレノイドやリリースアームやリセットアームにかかる負荷を第１のリリー
スアームのみ回動させることで吸収するので、イジェクトロック機構の寿命に対する信頼
性を高めた光ディスク装置を実現することができる。
【００２４】
　請求項２記載の発明は、第１のリリースアームの主平面部と、第２のリリースアームの
主平面部とが、可動片の主平面部に対して略平行方向で対向することを特徴とするもので
ある。第１のリリースアームの主平面部と、第２のリリースアームの主平面部とが、可動
片の主平面部に対して略平行方向で対向することにより、第２のリリースアームが可動片
を接続したまま回動する際に必要な強度を薄い形状でも確保するので、リリースアームと
可動片との接続構成を薄型で実現できる。
【００２８】
　（実施の形態１）
　以下、本発明の実施の形態１について、図面を参照しながら説明する。
【００２９】
　図１は、本発明の実施の形態１における光ディスク装置の外観斜視図である。図１にお
いて、１は光ディスク装置、２は筐体、２ａは上部筐体部、２ｂは下部筐体部、３はトレ
イ、４は光ピックアップモジュール、５はレール、６はレール保持部、７はスピンドルモ
ータ、７ａは光ディスク装着部、８は金属製カバー、８ａは開口、９はキャリッジ、１０
はベゼル、１１はイジェクトボタン、２０は光ピックアップである。
【００３０】
　図２は、本発明の実施の形態１におけるイジェクトロック機構部を示す平面図であり、
イジェクトロック機構は図１に示す光ディスク装置１のイジェクトボタン１１の裏面方向
に配置されている。図２において、１２はソレノイド、１３は可動片、１４はリセットア
ーム、１５はリリースアーム、１６はロックアーム、１７はイジェクトスプリング、１８
はロックシャフト、２１はリリースアームスプリングである。
【００３１】
　図１において、筐体２は上部筐体部２ａと下部筐体部２ｂを組み合わせて袋状に構成さ
れている。上部筐体部２ａと下部筐体部２ｂとは好ましくは螺旋などを用いて、互いに強
固に固定されている。筐体２の構成材料としては鉄，鉄合金，アルミニウム，アルミニウ
ム合金、マグネシウム合金等の金属材料や樹脂材料によって構成される。また、上部筐体
部２ａ及び下部筐体部２ｂはそれぞれ同種の材料で構成しても良いし、異種の材料で構成
しても良い。また、上部筐体部２ａ及び下部筐体部２ｂそれぞれの主平面部の平均肉厚は
０．２ｍｍ～１．６ｍｍの間であり、この平均肉厚の比較的薄い場合には上部筐体部２ａ
及び下部筐体部２ｂは金属材料で構成され、例えば、金属板をプレス加工などによって形
成される。また、平均肉厚の比較的厚い場合には上部筐体部２ａ及び下部筐体部２ｂは樹
脂材料やダイカスト（アルミニウム合金やマグネシウム合金など）で構成される。筐体２
を樹脂材料で構成した場合には、光ディスク装置１の軽量化を実現できる。３は筐体２に
出没自在に設けられたトレイで、このトレイ３は樹脂製のフレームで構成され、光ピック
アップモジュール４が設けられている。光ピックアップモジュール（ＰＵＭ）４には光学
系を構成した光ピックアップ２０と光ディスクを回転させるスピンドルモータ７及び制御
回路（図示せず）で構成されている。光ピックアップ２０は、光ディスクに光を照射する
ことで、光ディスクに情報を書き込むかあるいは情報を読み出す動作の少なくとも一方を
行なう。スピンドルモータ７には光ディスク装着部７ａがあり、光ディスクを装着し回転
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駆動させる。トレイ３の両側部にはレール保持部６があり、両側部共にレール５と光ディ
スク引き出し方向に摺動自在に嵌合している。また、レール５は筐体２両側部内面に設け
られたレールガイドとも光ディスク引き出し方向に摺動自在に嵌合しており、トレイ３は
筐体２から光ディスクが着脱できるよう引き出すことが出来る。
【００３２】
　筐体２の奥部には固定して設けられた制御基板があり、制御基板には信号処理系のＩＣ
や電源回路などが搭載されている。トレイ３に設けられた図示していない制御基板同士を
電気的に接続するフレキシブルなプリント基板は、略Ｕ字型に形成され、外部コネクタは
コンピュータ等の電子機器に設けられた電源／信号ラインと接続される。そして、この外
部コネクタを介して光ディスク装置１内に電力を供給したり、或いは外部からの電気信号
を光ディスク装置１内に導いたり、あるいは光ディスク装置１で生成された電気信号を電
子機器などに送出する。トレイ３の前端面に設けられたベゼル１０にはイジェクトボタン
１１が設けられており、このイジェクトボタン１１を押すことで、筐体２に設けられた係
合部（図示せず）とトレイ３に設けられた係合部（図示せず）との係合を解除する。
【００３３】
　トレイ３の前端面に設けられたベゼル１０にはイジェクトボタン１１が設けられており
、このイジェクトボタン１１を押すことで、図２に示す筐体２に設けられたイジェクトロ
ック用シャフト１８とトレイ３に設けられたロックアーム１６との係合を解除する。
【００３４】
　次に、イジェクトロック機構の詳細について図２を用いて説明する。
【００３５】
　イジェクトロック機構は、ソレノイド１２、可動片１３、リリースアーム１５、ロック
アーム１６、イジェクトスプリング１７、ロックシャフト１８で構成され、可動片１３は
ソレノイド１２の中へ挿入されており、リリースアーム１５は可動片１３とイジェクトス
プリング１７とに接続しており、リリースアーム１５が回動することにより、ロックアー
ム１６を回動させ、ロックシャフト１８との係合を解除するものである。
【００３６】
　図２は、ロックアーム１６がロックシャフト１８に係止した状態を示しており、このと
きトレイ３は閉じた状態となっている。また、イジェクトボタン１１を押すことにより可
動片１３がイジェクトスプリング１７のばね力によりソレノイド１２から離脱し、リリー
スアーム１５が回動し、リリースアーム１５はロックアーム１６との接触部を介してロッ
クアーム１６を回動させ、これによりロックアーム１６がロックシャフト１８から離れる
とロックが解除されて、トレイ３が引き出すことが可能になった状態となる。
【００３７】
　次に、イジェクトロック機構のソレノイドについて、図３を用いて説明する。
【００３８】
　図３は、本発明の実施の形態１におけるイジェクトロック機構のソレノイドの平面図で
ある。図３（ａ）は、ソレノイド１２のリセット状態であり、図１に示すトレイ３が筐体
２に収納された状態である。また、図３（ｂ）は、ソレノイド１２の非リセット状態であ
り、図１に示すトレイ３が筐体２から引き出すことが可能になった状態である。図３にお
いて、１２はソレノイド、１２ａはヨーク、１２ｂはマグネット、１２ｃはボビン、１２
ｄはコイル、１２ｅは端子、１３は可動片である。
【００３９】
　ソレノイドはヨーク１２ａ、マグネット１２ｂ、ボビン１２ｃ、コイル１２ｄで構成さ
れ、可動片１３、イジェクトスプリング１７と共に用いるのが一般的である。リセット状
態においては、マグネット１２ｂから発生する磁力によりヨーク１２ａと可動片１３が吸
着しており、使用者によりイジェクトボタン１１が押されるとイジェクトロック機構の端
子１２ｅに電圧がかかり、ボビン１２ｃに巻線されたコイル１２ｄに電流が流れ、マグネ
ット１２ｂから発生する磁力と相反する方向へ磁力が発生し、イジェクトスプリング１７
の引張り荷重と合成され、可動片１３がヨーク１２ａから離脱し非リセット状態つまりト
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レイ３が筐体２から引き出し可能な状態に移行する。一度、非リセット状態になるとイジ
ェクトロック機構の端子１２ｅに電圧をかけるのをやめても、マグネット１２ｂから発生
する磁力だけでは可動片１３をヨーク１２ａまで引き寄せることができない。そのため、
非リセット状態からリセット状態への移行は使用者がトレイ３を筐体２に収納する動作に
より行なわれる。
【００４０】
　次に、本発明の特徴部分であるリリースアームについて説明する。
【００４１】
　図４は、本発明の実施の形態１におけるリリースアームとソレノイドの接続を示す外観
図であり、図４（ａ）は複数の部材で構成されたリリースアームが一体となって可動して
いる様子を示す図であり、図４（ｂ）は複数の部材で構成されたリリースアームの一部が
独立して可動している様子を示す図である。図５は、本発明の実施の形態１におけるリリ
ースアームを示す外観図であり、図５（ａ）は複数の部材で構成されたリリースアームが
一体となって可動している様子を示す図であり、図５（ｂ）は複数の部材で構成されたリ
リースアームの一部が独立して可動している様子を示す図である。図４、図５において、
１２はソレノイド、１３は可動片、１５ａは上部リリースアーム、１５ｂは下部リリース
アーム、１５ｃは貫通孔、２１はリリースアームスプリングである。また、リリースアー
ムが一体となって可動している場合とは、図４、図５に示すＢ寸法が０の場合をいい、リ
リースアームの一部が独立して可動している場合とはＢ寸法が０以外の場合をいう。
【００４２】
　リリースアーム１５は、可動片１３の主平面部と略平行方向に２分割された、上部リリ
ースアーム１５ａと下部リリースアーム１５ｂで構成され、７ｍｍ×１８ｍｍ程度の大き
さで、厚みが約５ｍｍの樹脂などにより形成されている。ここで、略平行とは、可動片１
３に対して±５°程度のものをいう。
【００４３】
　上部リリースアーム１５ａと下部リリースアーム１５ｂは、それぞれ腕部を有し、上部
リリースアーム１５ａには更に可動片１３に設けられた貫通孔との接続に必要な突起が設
けられている。設けられる突起は、上部リリースアーム１５ａに限定されるものでは無く
、下部リリースアーム１５ｂでも良いのであるが、その場合、リリースアーム１５の上下
構成を逆にする必要がある。
【００４４】
　リリースアーム１５には、上部リリースアーム１５ａの貫通孔と下部リリースアーム１
５ｂの貫通孔で形成された貫通孔１５ｃが設けられ、その貫通孔１５ｃの中にトレイ３に
設けられたリリースアーム１５の取り付け軸（突起）が挿入され、リリースアーム１５の
可動は、上部リリースアーム１５ａ、下部リリースアーム１５ｂ共に、リリースアーム１
５に設けられた貫通孔１５ｃの径方向の中心を回転軸にして回転する。また、上部リリー
スアーム１５ａと下部リリースアーム１５ｂは、それぞれが一体で回転したり、下部リリ
ースアーム１５ｂのみが回転自在となるように、上部リリースアーム１５ａと下部リリー
スアーム１５ｂはリリースアームスプリング２１と接続されている。
【００４５】
　リリースアームスプリング２１は、上部リリースアーム１５ａと下部リリースアーム１
５ｂの間に一定の回転負荷がかかると、下部リリースアーム１５ｂのみが可動するように
、上部リリースアーム１５ａと下部リリースアーム１５ｂに接続されている。
【００４６】
　以下、本発明の実施の形態１におけるイジェクトロック機構の復帰動作について、図６
を用いて説明する。
【００４７】
　図６は、本発明の実施の形態１におけるトレイが筐体に収納される時のイジェクトロッ
ク機構部の復帰動作を示す図であり、図６（ａ）はソレノイド１２の可動片１３がリセッ
ト状態に復帰を開始する状態を示した図であり、図６（ｂ）はソレノイド１２の可動片１
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３がリセット状態に復帰する途中の状態を示した図、図６（ｃ）はソレノイド１２の可動
片１３がリセット状態になった状態を示した図である。図６において、１２はソレノイド
、１３は可動片、１４はリセットアーム、１５ａは上部リリースアーム、１５ｂは下部リ
リースアーム、１６はロックアーム、１７はイジェクトスプリング、１８はロックシャフ
ト、１９はイジェクトアーム、２１はリリースアームスプリングである。
【００４８】
　図６（ａ）に示すように、使用者によりベゼル１０を介してトレイ３が筐体２に収納さ
れるとき、ロックシャフト１８がリセットアーム１４に接触し、リセットアーム１４は回
動する。次に、図６（ｂ）に示すように、リセットアーム１４の回転運動はリリースアー
ム１５へ伝達され、リリースアーム１５は可動片１３をソレノイド１２の方へ近づけ接触
させ、可動片１３はソレノイド１２と吸着する。ここで、可動片１３とソレノイド１２が
吸着した状態が図６（ｃ）である。
【００４９】
　図６（ａ）～図６（ｃ）において、トレイ３を筐体２に収納する動作を行う場合、トレ
イ３と筐体２とにクリアランスが１ｍｍ程度あるために、リセットアーム１４の回転中心
とロックシャフト１８の中心間距離、すなわちＡ寸法がトレイ３の収納条件によって所定
の寸法から大きくなったり小さくなったりする。
【００５０】
　従来の光ディスク装置では、図９（ａ）～図９（ｃ）に示すＡ寸法が最も大きくなった
条件、すなわちリセットアーム１４がロックシャフト１８から最も離れる条件でトレイを
収納する場合は、リセットアーム１４の回転角度が少なくなり、可動片１３の可動距離が
最も小さくなる。また、Ａ寸法が最も小さくなった条件、すなわちリセットアーム１４が
ロックシャフト１８から最も近づく条件でトレイを収納する場合は、リセットアーム１４
の回転角度が大きくなり、可動片１３の可動距離が最も大きくなる。そのため、この場合
においては、可動片１３とソレノイド１２の吸着後における可動片１３のオーバーストロ
ークも大きくなり、このオーバーストロークで発生する可動片１３によるソレノイド１２
に対する過大な圧着負荷やリリースアーム１５、リセットアーム１４にかかる荷重負荷に
より、イジェクトロック機構の寿命を短くしている。
【００５１】
　ところが、図４～図６に示す本発明の実施の形態１では、可動片１３に力を伝達するリ
リースアーム１５が複数の部材により構成され、複数の部材の少なくとも一部である上部
リリースアーム１５ａと下部リリースアーム１５ｂがリリースアームスプリング２１と接
続していることにより、一定以上の力が加わらない限り、上部リリースアーム１５ａと下
部リリースアーム１５ｂは共に可動するため、以下の動作となる。
【００５２】
　まず、リセットアーム１４からの回転運動を下部リリースアーム１５ｂが受け止める。
下部リリースアーム１５ｂは、上部リリースアーム１５ａと共に可動し、可動片１３をソ
レノイド１２の方へ近づけ接触させる。これは、上部リリースアーム１５ａと下部リリー
スアーム１５ｂが接続しているリリースアームスプリング２１は、可動片１３が可動する
範囲内においては、一定以上の力とならないためである。
【００５３】
　可動片１３がソレノイド１２と接触し吸着した後は、可動片１３の可動が止まる。この
とき、図６（ａ）～図６（ｃ）に示すＡ寸法が最も小さくなった条件、すなわちリセット
アーム１４がロックシャフト１８から最も近づく条件でトレイ３を収納する場合は、リセ
ットアーム１４の回転角度が大きくなり、可動片１３の可動距離が最も大きくなり、可動
片１３がソレノイド１２と接触し吸着した後にも可動片１３はソレノイド１２に対して過
大な圧着負荷を与えるような場合には、上部リリースアーム１５ａのみが可動し、過大な
圧着負荷を吸収する。トレイ３が収納され、過大な圧着負荷の発生が止まった場合には、
リリースアームスプリング２１の復元力により、上部リリースアーム１５ａと下部リリー
スアーム１５ｂが一体となり元の状態になる。
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【００５４】
　このようにして、可動片１３とソレノイド１２の吸着後にも継続して発生する過大な圧
着負荷を上部リリースアーム１５ａと下部リリースアーム１５ｂの独立した可動によって
、吸収することが可能となる。
【００５５】
　そのため、トレイと筐体を係合するイジェクトロック機構のソレノイドやリリースアー
ムやリセットアームにかかる負荷を低減することができ、イジェクトロック機構の寿命に
対する信頼性を高めた光ディスク装置を実現することができる。
【００５６】
　なお、本実施の形態では、リリースアーム１５が可動片１３の主平面部と略平行方向で
２分割されていることとしたが、略平行方向で２分割されていることに限定されるもので
は無い。リリースアーム１５と可動片１３との接続構成を薄型で実現しようと思えば、リ
リースアーム１５が可動片１３の主平面部と略平行方向で２分割されていることが好まし
い。
【００５７】
　また、リリースアーム１５の可動は、上部リリースアーム１５ａ、下部リリースアーム
１５ｂ共に、リリースアーム１５に設けられた貫通孔１５ｃの径方向の中心を回転軸にし
て回転することとしたが、リリースアーム１５に設けられた貫通孔１５ｃの径方向の中心
を回転軸にして回転することに限定されるものでない。リリースアーム１５のそれぞれの
部材がトレイ３との取り付け部に対して、それぞれ独立して一時的に可動することを容易
にすることや可動片のオーバーストロークによるソレノイド１２に対する過大な圧着負荷
やリリースアーム１５やリセットアーム１４にかかる負荷を効率良く吸収することや最小
のスペースで本発明の構成を実現しようと思えば、リリースアーム１５の可動は、上部リ
リースアーム１５ａ、下部リリースアーム１５ｂ共に、リリースアーム１５に設けられた
貫通孔１５ｃの径方向の中心を回転軸にして回転することが好ましい。
【産業上の利用可能性】
【００５８】
　本発明は、トレイと筐体を係合するイジェクトロック機構のソレノイドやリリースアー
ムやリセットアームにかかる負荷を低減することができ、イジェクトロック機構の寿命に
対する信頼性を高めた光ディスク装置を実現することができ、光ピックアップにより光デ
ィスクに対して情報の記録又は再生の少なくとも一方を行なう光ディスク装置などに適応
可能である。
【図面の簡単な説明】
【００５９】
【図１】本発明の実施の形態１における光ディスク装置の外観斜視図
【図２】本発明の実施の形態１におけるイジェクトロック機構部を示す平面図
【図３】本発明の実施の形態１におけるイジェクトロック機構のソレノイドの平面図
【図４】本発明の実施の形態１におけるリリースアームとソレノイドの接続を示す外観図
【図５】本発明の実施の形態１におけるリリースアームを示す外観図
【図６】本発明の実施の形態１におけるトレイが筐体に収納される時のイジェクトロック
機構部の復帰動作を示す図
【図７】従来の光ディスク装置の外観斜視図
【図８】従来の光ディスク装置におけるイジェクトロック機構部を示す平面図
【図９】従来の光ディスク装置におけるトレイが筐体に収納される時のイジェクトロック
機構部の復帰動作を示す図
【符号の説明】
【００６０】
　１　　光ディスク装置
　２　　筐体
　２ａ　　上部筐体部
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　２ｂ　　下部筐体部
　３　　トレイ
　４　　光ピックアップモジュール
　５　　レール
　６　　レール保持部
　７　　スピンドルモータ
　７ａ　　光ディスク装着部
　８　　金属製カバー
　８ａ　　開口
　９　　キャリッジ
　１０　　ベゼル
　１１　　イジェクトボタン
　１２　　ソレノイド
　１３　　可動片
　１４　　リセットアーム
　１５　　リリースアーム
　１５ａ　　上部リリースアーム
　１５ｂ　　下部リリースアーム
　１６　　ロックアーム
　１７　　イジェクトスプリング
　１８　　ロックシャフト
　１９　　イジェクトアーム
　２０　　光ピックアップ
　２１　　リリースアームスプリング

【図１】 【図２】
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